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本日、佐渡市議会の本会議場において、特に発言をお許しいただいた

ことに厚くお礼申し上げます。 

私にとって市長就任後、初めての定例会でありますので、今後の佐渡

市政を運営するに当たりまして、所信の一端を申し述べさせていただき、

市議会議員各位と市民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げたいと

思います。 

先の佐渡市長選挙において、市民の皆様から温かいご支援をいただき、

市政運営を担わせていただくこととなりました。今、この議場に立ち、

改めて、「歴史と文化が薫り、自然と人が共生できる美しい島 佐渡」を

未来に継承し、発展させなければならない重責を強く感じるとともに、

一歩ずつ前にしっかりと進めていくという決意を新たにしているところ

でございます。 

私は生まれも育ちも佐渡島でございます。旧相川町役場に奉職し、佐

渡市合併後も佐渡市職員として、農業、総合政策、総務、病院、教育委

員会と多くの部署で仕事をさせていただきました。在職中は多くの市民

の皆様や佐渡市役所の先輩や同僚などに大変お世話になりましたが、皆

様方からのご指導、ご鞭撻により３６年間仕事をさせていただいたこと

にあらためて感謝申し上げます。 

私自身が佐渡を元気にする仕事に取り組みたいという思いを強くした

のは、やはりトキの野生復帰と佐渡米の再生への取組であります。放鳥

を前に、自然下での生息環境の整備の遅れと佐渡米の販売不振、その二
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つの大きな課題への挑戦がトキ認証米でした。生物多様性条約締約国会

議の国内開催など国家プロジェクトと共鳴し、トキの野生復帰と佐渡米

のブランド化が順調に進んだ結果、佐渡が日本で初めて世界農業遺産に

認定されました。多くの市民や国内外の皆様のお力により、佐渡が日本

のモデルとなり得たことで、島は光り輝きました。もう一度その輝きを

取り戻したいと考えております。 

今、佐渡市は人口減少、経済の縮小に歯止めがかからない状態である

ことに加え、新型コロナウイルスという見えない脅威により、いまだか

つてない地域経済の疲弊と、先の見えない不安に苛まれている状態です。

まずは新型コロナウイルスに立ち向かい、新しい生活様式を軌道に乗せ

なければなりません。島に新型コロナウイルスを入れない、もし感染者

が発生しても、新潟県と連携した押さえ込みの対策や医療体制の確保を

徹底することにより、市民の皆様の安全を確保していきます。 

また、佐渡にお越しいただける皆様においても、新しい生活様式に基

づくガイドラインなどに沿った対応をお願い申し上げるとともに、安心

してお越しいただける島の構築に精一杯取り組んでまいります。 

 そのため、本年度は市民の皆様の暮らしを守る安全・安心の構築と併

せて、国、新潟県の事業や交付金の最大限の活用、佐渡市予算の組み替

えなどにより効果的な対策の実現を進め、佐渡を元気にする経済の再生

を確実に進めてまいります。 

まずは、通常の生活を取り戻すことを最優先とし、経済の再生と雇用
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の確保を進めることが、私自身が考える子どもからお年寄りまで安心し

て笑顔で暮らし続けることができる島、賑やかで元気な島づくりの第一

歩であると考えております。 

また、新型コロナウイルス感染症に対応した新しい社会づくりは、東

京一極集中の本社機能の分散化、働き方の見直しによる地方や家庭での

勤務体制の確立など、賃金や便利さが優先される都会生活から、自然環

境や文化に囲まれた田舎生活への意識の変化など、都市から地方へ目が

向く大きな変革をもたらすことが予想されます。 

その現状を注視し、都市から人や企業を受け入れる大きな流れを手繰

り寄せるため、迅速な情報収集などにより、スピーディに対策や政策立

案ができるような弾力的な組織を構築しなければなりません。そのため

には、職員の士気と意欲を高め、市役所を活気ある組織とすべく、研修、

人事、評価などの見直しをしっかり行うことにより、市民サービスの向

上と政策立案、事業遂行が迅速にできる職員育成と組織改革を図ってま

いります。 

これらの実現に向け、私が掲げた６つのキーワードを中心に所見を述

べさせていただきます。 
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１ 市民の意見を市政に反映する島づくり 

今、佐渡市が抱える様々な課題の克服に向けては、市民の皆様との議

論を大切に、時には島外の方々からの意見も参考にしながら、市民、市

議会、行政が同じ目標を定め、ワンチームで取組を進めていかなければ

なりません。特に、佐渡市合併後１７年目を迎えた今、合併時に大きな

課題であった周辺部の衰退の現実を今一度見直し、地域の特色に合わせ

た再生への取組を進めなければなりません。 

そのためにも、市民の皆様お一人おひとりのご意見や行動により、地

域に賑やかさを取り戻していくことが、佐渡再生の第一歩になると信じ

ておりますので、地域の的確な情報収集、意見交換などによる地域づく

りの拠点として、支所、行政サービスセンター機能の拡充を図ってまい

ります。併せて、高齢化社会の拡大に対応し、地域に出向き、地域の声

を聞く体制を作ってまいります。 

 

２ 産業振興と雇用の充実 

 佐渡に賑やかさを取り戻すための最大の課題である人口減少は、日本

全体の問題であり、また容易に解決できるものではありません。単純に

人口の数にこだわるのではなく、佐渡ならではの豊かさ、暮らしやすさ

の提供を基本とし、雇用の確保、若者住宅の確保などから、生産年齢人

口の拡大を確実に進めていかなければなりません。 

そのため、企業や農林水産業者、観光事業者などへの規模拡大や高い
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技術の習得、人材の確保、販路拡大などの支援を行うことで、経営体力

の強化を図り、雇用の拡大ができる産業の育成を図るとともに、島内で

の起業や島外からの企業誘致など、積極的な拡大を図ってまいります。 

その支援策として、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金などの

活用に加え、設備投資、研究開発、人材確保などを一定の規模で支援す

る新たな制度の創設を進めるとともに、企業誘致の支援策についても、

大幅な拡大について検討を進めてまいります。 

農林水産業については、持続可能な体制づくりと担い手の確保が急務

であります。 

農業においては、集落営農、大規模化、複合化など、地域の特色に合

わせた体制づくりへの支援策を新潟県、農業協同組合などと連携し、モ

デル事業の構築を進めてまいります。 

水産業については、佐渡の水産業の魅力を全国に向け発信するととも

に、佐渡市水産業雇用促進センターを最大限に活用し、起業を目指す方

への支援や漁業経営体への就業者の確保に向けて取り組んでまいります。 

林業においても、機械化の導入による生産力の向上、コスト削減によ

る経営体質の強化などと併せて、佐渡の自然の基礎でもある森林の整備、

木質バイオマスなどによる再生エネルギーの拡大などを進めることで、

就業者の確保に向けて取り組んでまいります。 

また、地産地消の強化から、観光、食育などへの波及を図り、循環型

経済、生物多様性保全などへの取組も進めてまいります。 
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観光については、佐渡の宝であるトキが舞う自然をはじめ、国内候補

選定が目前の佐渡金銀山、既に認定を受けている世界農業遺産や佐渡ジ

オパークなど、佐渡を代表する観光資源のほか、歴史や文化、芸能など

も、島内にちりばめられております。 

佐渡にお越しになるお客様も、受け入れる佐渡市民も、安心できる新

型コロナウイルス感染症予防対策を徹底し、歴史、文化、伝統が体感で

きる受け入れ体制の整備を進めてまいります。また島の自然を活用した

スポーツツーリズム、島の生活とともに息づく文化財を活用した文化ツ

ーリズムなどの積極的な展開も併せ、滞在型観光への転換を最重点目標

とし、佐渡観光交流機構など関係機関と連携し進めてまいります。 

私は、産業の振興と雇用の確保、さらに観光の活性化に必要なキーワ

ードは「公共交通機関の利便性の向上と交通事業者の安定経営」と「販

売戦略」であると考えております。 

そのために必要なのは、佐渡空港の２，０００メートル化や首都圏と

の直行便であると考えております。現在、既存の８９０メートルで就航

を予定する新会社設立の動きもあると聞いておりますし、佐渡から首都

圏への直行便の実現に向けて、今後も新潟県と足並みを揃えて進めてま

いります。また空港２，０００メートル化に向けても、地権者との交渉

も引き続き真摯に取り組んでまいります。 

また、販売戦略については、佐渡の企業、農林水産業、医療機関の皆

様と連携し、情報発信、販売促進、人材確保などにトップセールスとし
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て私自身が積極的に行動し、佐渡がワンチームとなり佐渡を売り込むこ

とにより、経済の活性化を促してまいります。 

 

３ 防災・減災で安全安心な島づくり 

昨今の異常気象については、我々の想定を超えているとしか言えない

状況で、離島である佐渡市にとって、地震の脅威、記録的な大雨の頻発

などへの備えとして、防災体制の強化は急務です。地震への対応として、

港湾・空港の整備は救援物資の確保、避難体制の整備に極めて重要なこ

とです。また、国県道については、有事の際の緊急輸送道路に位置付け

されているものの、大型緊急車両などがすれ違えない狭隘
きょうあい

な未整備区間

があり、早期の解消が喫緊の課題と認識しております。今後も引き続き

国や新潟県と連携し、全力で防災インフラの整備に取り組んでまいりま

す。 

また、佐渡市地域防災計画に基づく、地域防災力の向上に対する取組

は徹底的に進めなければなりません。自助、共助、公助の役割を明確に

し、高齢者支援などを含めた、常日頃からの地域における訓練などを市

民の皆様とともに進めてまいります。 

課題となっている本庁舎については、既存の庁舎を活用しながら、防

災時に拠点となりうる庁舎整備が必要と考えております。併せて、本庁

舎１階の窓口機能についても市民の皆様から安心してお越しいただける

よう、市民の皆様や議会からもご意見をいただき対応してまいります。 
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４ 子どもから高齢者まで市民が夢や希望のもてる島づくり 

人口減少の大きな要因は少子化と高齢化であります。この２つの課題

を克服するためには、人口減少のスピードを緩やかなものとしつつ、そ

こに暮らす子どもから高齢者までが活き活きと楽しく、希望がもてる環

境を作る必要があると考えています。 

そのためにも、子育て支援の充実や日本一を目指す健康寿命の延伸、

社会教育活動やスポーツ・文化への体験など、子どもから高齢者まで学

び続けることのできる生涯学習などを拡充してまいります。 

子育て支援については、移住定住支援策や若者定住支援策と組み合わ

せた施策の実施や、第三子目以降への支援制度の創設、雨天荒天時の屋

内での子どもの遊戯場所の確保、子どものスポーツ、文化活動への支援

に取り組んでまいります。また、企業と連携した育児休暇の取得推進な

ど、働きながら子育てができる環境整備に向けて、意見交換を進めてま

いります。 

健康寿命日本一の実現に向けては、農林水産業などの人手が不足して

いる産業で元気な高齢者が活躍できるよう、農業協同組合、漁業協同組

合などと連携し、体力にあわせて働くことのできる仕組みづくりを検討

するとともに、相談体制の強化に向けた保健師の増員、社会教育事業の

充実、観光、文化、歴史、自然などの豊かな佐渡の環境を活かした学び

の場の提供など、地域で活躍できる高齢者の活動の支援を強化いたしま

す。 
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５ 医療・介護・福祉が充実した島づくり 

高齢化率が高く、離島である佐渡においては、医療・介護・福祉が連

携し、地域医療を守っていくことが重要であり、特に両津病院の新築、

特別養護老人ホームの整備など、必要規模での建築に向けた整備と計画

策定を進めてまいります。併せて、老人ホームについては民営化も視野

に入れ、早急に検討してまいります。 

また、人口減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影響により医療

機関の経営も厳しい状態となっております。人材の確保や遠隔医療の体

制整備などの方針と併せて、佐渡市医療構想の見直しなども含めた、地

域医療の将来像の検討を進めてまいります。 

 

６ 教育と文化の島づくり 

佐渡の宝である子ども達が、将来に希望をいだき、郷土を愛し、誇り

高く進んでもらうことが、佐渡に賑やかさを取り戻す根本的な対策であ

り、そのための教育がとても重要であると考えております。幼少期から

佐渡を知る取組としてキャリア教育を実践することで、ふるさと佐渡を

誇りとし、島のハンディを乗り越えながら、世界に羽ばたくことのでき

る子どもを育成する教育に全力で取り組み、成長後は佐渡に戻る人、戻

れなくても佐渡を支援していただける人、支援できなくても佐渡を想い

発信していただける人など、佐渡出身の子どもたちが関係人口を巻き込

み、佐渡を支える人材となる教育を進めてまいります。 
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また、子どもから大人まで「佐渡学」を学ぶ生涯学習を、文化、歴史、

芸能などの佐渡の豊かな資源と世界遺産を目指す佐渡金銀山、世界農業

遺産、佐渡ジオパークなどと組み合わせ、全ての市民が佐渡を誇りに思

い、守り続ける一歩を踏み出すことができる体制を構築していくととも

に、図書館、博物館などの方針についても市民の皆様のご意見を反映し

た計画策定を進めてまいります。 

 

前に進める市政へ 

以上、私の市政運営に関する基本的な考え方と、市政を前に進めるた

めの６本の柱について、述べさせていただきました。 

他の重要施策として、ＳＤＧｓを柱とした持続可能な島づくりに向け

た戦略の策定、佐渡市の目指すべき将来像や行財政計画、定員適正化計

画など、行政指針が明確となる佐渡市の最上位計画の策定、風力、ソー

ラー、バイオマスエネルギーに水素を組み合わせた再生エネルギーのベ

ストミックスの島づくり、トキの野生復帰や世界農業遺産などの活用に

よる発信力の向上や地域間交流と関係人口の増加対策など、様々な戦略

の構築とスピード感を持った実践を行わなければなりません。 

しかし、これは私一人の力ではできうるものではありません。市民の

皆様と共に、国や新潟県、他の自治体、関係団体、企業、大学など島内

外の方々との連携を図り、職員の「佐渡を前に動かす」という熱い思い

が一体となり共振する「ワンチーム佐渡」により実現したいと考えてお
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ります。 

賑やかな島を取り戻し、希望に満ち溢れた島を未来に継承するため、

一日一日を一念岩をも通す、この思いで職務に邁進してまいりますので、

議員の皆様におかれましては、市政運営への特段のご理解とご支援、ご

指導を賜りますようお願い申し上げ、市長就任に当たっての所信とさせ

ていただきます。 

 ご清聴ありがとうございました。 


